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コ ン テ ン ツ 論文

「音楽の 条件」 とは何か ？

宮下 芳明
＊1

西 本
一

志
＊1

What 　are 　
’the　Essences　of　Music　？

「

Homei　Miyashita
＊l
　 and 　 Kazushi　Nishimoto“　i

Abstract− In　this　paper，　we 　discuss　what 　the　essences 　of 　music 　are，　based　on 　an 　 experiment 　to　survey

audience
’

s　evaluation 　on 　musical 　performances　by　new 　interfaces．　We 　composed 　ten 　pieces　by　introducing

various 卿 es　of　unce 蔦 ain ず （chance 　operation ），
musical 　score ，跚 d　instrument，   d　per飴   ed 　them 　at　a

concert 　where 　180　audiences 　gathered．　From 　the　results　of 　inquiry，　we 　concluded 　that　the　essences 　of 　music

include　hum α neness 　 and ∫傭 c 齠 召 in　addition 　to　 melocly ，吻 ’劬 and 　harmonッ．　Moreover ，　 we 　fbunded　that

subjects 　with 　experience 　of 　music 　tend　to　be　hospitable　to　the　evaluation 　than　subjects 　with 　no 　experience

of 　music ．　They　are　inclined　to　put　much 　faith　in　humanene∬ when 　they 　estimate 　the　 worth 　of わθα 切 2
，

pleasure　and 　liんes　as　well 　as 　evaluating 　whether 　it　is　a　music 　or　not．

Keywor（語： essences 　of 　music ，　media 飢 ，
　audience

「

s　evaluation
，
　uncertainty ，　new −type 　musical 　score 　and 　instm−

ment

1 は じめ に

　音楽は、他 の 芸術 と同様に 、20 世紀を境にそ の

概念 自体にお い て 大 きな変化 をみ せ た。調性的 な

伝統音楽を否定す る動 向をき っ か け と し て 、不確

実性 を導入 す る試 みが行 われ 、楽譜や楽器にお け

る形態あ るい は 目的 の 多様化 が生 じた。こ うし た

「新 し い 音楽」 には、伝統 的な 「美」 や直感的な

「快」 とは異な る新た な価値観がみて とれ るもの

もある。

　不確実性 ・偶然性 に 関し て は、チ ャ ン ス
・オ ペ

レ
ーシ ョ ン 、イ ンデターミナ ン シ

ー 、ハ プ ニ ン グ、

イ ベ ン ト、ア レ ア ト
ー

リクとい っ た複数 の 概念が

微妙な解釈の 幅 をもっ て議論 され て きた よ うに 、

そ の 種類は様 々 で あ る 。
モ
ー

ツ ァ ル トの 「サイ コ

ロ 遊び 1 を源流 として 、作曲の プ ロ セ ス に偶然性

を導入す る試み は 19世紀か ら存在 し て い た。また

楽器演 奏に関 し て は、そ もそ も演奏ご とに フ レ
ー

ジ ン グが異なっ て しま うとい う不確実性が存在す

る が 、
正 確 な コ ン トロ

ー
ル を意図的 に 不 能 に し た

楽器に よ っ て そ の 不確実性を増大 させ る試 み も多

い 。

　楽譜 に関して は、偶 然性 の 導入 とともに、そ の

存在 目的す ら変貌した とい え る。元来、楽譜は 作

曲者か ら演奏者 へ 音楽情報を伝達す るた め の記録

メデ ィ ア で あ っ た。 しか し、演奏行為 の 芸術的価

値が認 め られ る よ うに な っ た こ とや 、録音技術 の

ll
北陸先端科 学技術 大学院大 学

＊1Japan 　Advanced 　Institute　ofScience 　and 　TcclmQlegy

登場 を背景に、楽譜は 音楽情報を伝達する とい う

よ りは演奏者 を触発 する メ デ ィ ア と考え られ るよ

うになっ た。

　抽象的な図形に よ っ て 記 された 図形楽譜の 登場

は 、音楽 の 細部を演奏者に 委ね る とい う目的 をも

っ こ とが多い
。

シ ュ トッ ク ハ ウゼ ン の 「Right　Dura−

tions」 ［1］で 用 い られ た テ キ ス ト ・ス コ ア で は 、詩

的な文章表現によ っ て 音 の 長 さに つ い て具体的な

指示 を出 して い て もそ の 音高に対 して は何の 記述

もなされ て お らず、演奏者 の 裁量にま か せ て い る。

第
一

筆者の 作品 「動 く図形楽譜 と 2 台 の ピ ア ノ」［2］
は 、左右 に分割 され たア ニ メ

ーシ ョ ン を 2 人 の ピ

ア ニ ス トがそれぞれ解釈 して 演奏する作品 で ある。

図形の 動き に 対す る解釈法は演奏者に依存するが、

シ ーン切替の タイ ミ ン グや 楽曲全 体 の 長 さは静的

な楽譜よ り正 確に反映 される 。

　視覚に よ らない 楽譜 とよべ る もの も存在する 。

赤松 と角に よるパ フ ォ
ー

マ ン ス 「Flesh　Protocol」［3］

は 、ダ ン サ
ー

に音響 と同期 し た電気刺激 を与 え る

シ ス テ ム を用 い て い る が、上述 の 議論か らこ れ は

触覚を用い た楽譜 とよぶ こ ともで きよ う。

　 ま た 筆 者 ら は 、温 度 感 覚 に 基 づ く 楽 譜

「Thermoscore 」 を研究 ・開発 し た［4］。シ ス テ ム と

して 用 い る鍵盤楽器 、Thermoscore −displayの 各鍵

盤には 、 図 1 の よ うにペ ル チ ェ 素子 を配置 し MIDI

情報に 基 づ い て 鍵盤 の 温度を制御す る。楽譜 と し

て 用 い る場合には、Thermoscore−displayを MIDI シ

ーケ ン サ に接続 し、時系列 的に鍵盤温度を変化 さ

せ る。こ の 温 度 シ
ー

ク エ ン ス は、即興演奏にお け

る 種 の制約 （す なわ ち楽譜） と し て 機能する。
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例 えばあ る鍵 盤 を加 熱す る と 、 そ の 鍵 盤 を長時 間

押 し続け る こ と が 困難 とな りデ ュ レ
ー

シ ョ ン が短

くなるため、結果 と して こ の 音は他 の 音に向か う

経過音になるわ けで あ る。 こ の ように温度楽譜は、

演奏行為を行 う前 で はな く演奏行為後 に情報提示

を行 うとい う新規な特性 も持っ て い る。

　　　　　　　　 PC （M ］Dl−to−Temperature コ ン バー
タ ）

DIA　M ンバ
ー

タモジ ユ

噛⊃ ，、

　　　　　　，
厂 ：

’

　 　 　 　 　 ノ

ペル チ z 素子ア レイ

　　　　ム
  deth靭壁鰯融

Dlインタフェ
ー

ス

Dlキーボード

図 1The   oscore −displayの シ ス テ ム

　　 Fig．1　 Th 。  oscore −display

　 メデ ィ ア ・
ア
ー

トと して テ ク ノ ロ ジ
ー

と結び つ

い た音楽にお い て は、演奏 シ ス テ ム （楽器）も多

様 化 し て い る 。
エ フ ェ ク タやタ ーン テ ーブル に加

え
、
Max1MSP ［5］等 の 音楽 ソ フ トウェ ア をイ ン ス ト

ー
ル した ノ

ー
トパ ソ コ ン も楽器 と して 用 い る DJ

の よ うに 、 楽器の 概念 も広 が りっ つ あ るtt演奏者

の 身体運 動 をセ ン シ ン グす る技術 も高度化
・多様

化 して い る。ひ とつ の 極端な例 と し て は、Andrew

Brouseによ る 「Conversation」 ［6］が あげられ る。こ

れ は 、人 間 と植物に と りっ け られ た脳 波 セ ン サ に

よ り音楽 を生成す る もの で あ る。
こ の 作品 の 場合、

演奏者 の 意志や行動 と最終的な 出力音が どの よ う

に結び つ い て い る の か （ある い は ど こ が結び つ い

て い ない の か ）を観客が知る こ とは不 可能 で 、作

曲者や演奏者 の 存在 さえ曖昧 に思え る局面があ る。
また具体音を配置 して構 築す る ミ ュ

ー
ジ ッ ク ・

コ

ン ク レ
ー

トや、ケ
ージ の 「4’33「「

」 ［7］の よ う な 「何

も演奏 しない ］ 楽曲にお い て は さ らに 、作曲行為

や演奏行為 の 捉 え方 が変わ っ て くる、

　さて 、以 上 の ような 20 世紀以 降の 前衛 「音楽」

に対 して、「こ んな も の は音楽で は ない 」 とい っ た

批判が起 こ る こ とも しば しばあ る 。 そ もそ も、音

楽に関する普遍的な定義や条件は存在 し て い ない。
「美や快を もた らす1 とい う条件を満た さない （あ

るい はそれ を意図 して い ない ）音楽は多数存在す

る 。 ミ ュ ・一一ジ ッ ク ・
コ ン ク レ

ー
トは 厂楽音に よ っ

て 構成 され る 」 と い う条件 を排 除す る し 、 偶然性
の 導入は 「人間に よる作為」 とい う条件 を も放棄

す る 。 ケ ージ の 「4’33”」 は、観 客と場が作 り出す

音に よる音楽で あると
一
般 的に解釈 され るが、こ

の 延 長上 の 思想 として は 、可聴 域外の 音波に よる

音楽や、聴覚 とは異な るモ ダ リテ ィ で伝達 され る

音楽 （例 えば図形 楽譜が与 え る視覚的印象そ の も

の が音楽で ある と い う考え方）も想定され る。 こ

うな っ て しま うと、音楽 とは何か を普遍 的に示 す

こ とは至 極困難で ある。

　竿者 らは、音楽 の 最低 条件 と して 「聴 取者 」 の

存在が ある と考えた、聴覚で伝達 され な い も の も

音楽に含まれ る 冂∫能性 は あ る が、最低限 そ れ を受

容する存在がなけれ ば、音楽 とは よべ ない 。（西 垣

によ る 「生命か ら情報を定義す る 」 プ ロ セ ス と同

様 な論 理 で ある ［8］。 ） よ っ て 「音楽 の 条件」 が何

で あ るか は、聴取者か ら引き出す べ きで ある と考

える 。 もちろん、こ うし た暗黙知 を外在化する の

は
一

般的に は 困難で ある た め、そ うし た情報 が単

純な聞き取 り で得 られ る とは考え難い 。何 らか の

客観的な手法を用い て 行 う必要が ある。

　 と こ ろ で 、認知科 学や 心 理 学の 領域にお い て も、

同様 な見地 か ら音楽にお ける情緒的意味 を分析す

る研 究は多い ［9］［10］。 しか しなが らこ うした研究

は、コ ン セ プチ ュ ア ル ・ア
ー

トやメ デ ィ ア ・ア ー

トと して の 「音楽 1 の 範疇に ま で 踏み込 ん で は い

な い 。例 えば、そ の 音楽が人間の 作為に よ るもの

な の か 、それ とも全 くの ラ ン ダ ム なの か とい う知

識 は 、音楽 と して の 条件に 影 響を 与 え な い の だ ろ

うか ？ また、Brouseの 「Conversation」 が 「音楽で

ない 」 と考 え る人 々 が い る の な らば、そ の 本 質的

な 理 由 は何で 、ど の 程度の
一般性 を もつ も の な の

か ？

　本稿は、こ うし た問題 意識 の も とで、現代音楽

やメ デ ィ ア ・ア ー
トに よる音楽が 「音楽木来 の 姿

と乖離 して い る」 とされ て い る状況 を分析 し、そ

こ か ら 「音楽 の 条件 」
へ の ア プ ロ

ー
チを試 み る 。

そ の た め に 、実際 に コ ン サ
ー

トと い う ス タイ ル で

観 客に 作品 を提 示 し
、 それ が音楽で あるか を同答

して もら う実験を企 画した。こ の 「コ ン サー ト」

とい う場の 設定は 、 現代芸術の領域をも含む作品

の 評価には非常に重要で あ る と考 え られ る。なぜ

な ら、例 えばデ ュ シ ャ ン の 「泉」 ［ll］（既製品 の

便器 ） が美術 館で 展 示 され る場合 と、便所 に設置

され て い る 場合 を比 較すれ ば明らか な よ うに 、「芸

術か否 か 」 の 判断 は そ の コ ン テ ク ス トに 大 き く依

存 しうるか らで あ る。同様な論理 で 、日常的な生

活音 もコ ン サー トホ ール とい う場 では 音楽 と して

評価 される か もしれ ない の である。

2 実験

　実験環境 には、 コ ン サ
ー

トに 使用 され る ホ ール

（石 川県 ・

’
／／音楽堂 交流 ホ ー

ル ）を設定し た。ス テ

ージ には巨大 な ス ク リーン が設 け られて お り、作

品 ごとに演奏風景やシ ス テ ム 画面、そ して ア ン ケ
ー

ト記入 の 指示 を表示 し た。
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i彎 轡
；

轡 劉
∵ 翼1葉

図 2 石 川 県 立音楽堂 交流ホ
ー

ル 全景

Fig．2　1shikawa　Onga   do　Koryu−Hall

2．1　 ア ンケ ート

　入場 した観客 （被験者）に は ア ン ケ
ー

トを配布

した ［12］。最初 の ペ ージ に は 、被験者の 音楽経験
・楽器演奏経験、そ し て 被験者 に とっ て 「音楽の

条件1 で ある と考え られ る事柄 に つ い て 自由記述

する欄が設け られ て い る 。 次 には 1 作品 に 1 ペ ー

ジず つ 評価欄が あ り 、 作品間 の イ ン タ
ーバ ル （2

分間）で 回答 して もらっ た 。

　作品ご との評価ペ ー
ジには 、 まずそ の 楽 曲にお

い て作 曲者 ・楽譜 ・演奏者 ・楽器 に該 当す る もの

を 自由記述する欄がある。そ して 図 3 の よ うに、5

段階評価　　（1 ：皆無 、5 ：豊か とした数直線）に

て そ の 作品 に お け る 「メ ロ デ ィ （皆無
一
豊 か ）」 「リ

ズ ム感 （皆無一豊か ）」 1ハ ーモ ニ ー （皆無一豊 か ）1
「人 間味 （皆無一豊か）」 「偶然性 （皆無一

ラ ンダム ）」

「構造 性 （皆無一有）」 の 観点に つ い て 評価 し て も

らい 、そ の 作品が もた らす 「美につ い て （醜
一
美）」

「快 につ い て （不快一快）」 「好嫌につ い て （不快
一

快）」、そ して 「こ れは音楽です か ？ （非音楽一音楽）」

とい う問 い に つ い て 、やは り 5 段階 で 評価 し て も

らっ た 。

　　　　　　tt　　’　’　’　　　’　　　　　　　　　　’　　　　　　’　　　　　　　　そ
1．2 こ の ｛e品は，次 の 要素をどの 程魔倉ん で い ．・：した か ．1

　 岬 イ　　　　　　　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　　 　　 　 　　 　　 　 　 篝
　 　 　 ぬ　 ト　　 ミ　　

t．
　　 　　 　

　ゑ か 　　 ま

　 ， ． 。感 　　　　　　　 1
　 　 　 皆無 1

．一．一
｝
．．．・一↓……1 躑 ・　 i

　　　　　　　　　　　　　 　
，　　 　 　　 　 　　

・
　 　 　　 　 　 1蕁　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 ・　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 震

図 3 ア ン ケ
ー

ト用紙 の
一．・

部　［12］

Fig．3　 A 　part　of 　questionnaire　［12］

2．2 作品

　作品には、20 世紀以降の 現代音楽作品や メディ

ア ・ア
ー

ト作品 をモ デル と し て 様 々 な形態 の 「偶

然性 」 「楽譜 」 「楽器」 を導入 し、「作曲者」 「演奏

者」 「聴取者1 の 境界 を曖昧にするもの も用意 した。

作品に つ い て の ダイ ジ ェ ス ト映像 は、イ ン タ ーネ

ッ トの サイ ト上 で 閲覧可能 で あ る［13］。 以下 、実

際の 上演順に記す 。 順序 に関 して 意図はな い 。

（a）Dangomusic

　 こ の作品で は 、 2 匹の ダ ン ゴ ム シ の 位置座標 に

基づ い て 仮想的な弦を トリガーし、音楽を作 り出

すこ とを試み た。上演の 際は ス テ ージ に 設けられ

た ス ク リ
ーン に図 4 の よ うな シ ス テ ム 画面が映 し

出 され る。横に は ペ ン タ トニ ッ ク ・ス ケ
ー

ル に割

り当て られた仮想弦が並 ん で お り、それ に加 え左

右には フ レ
ーズ を トリガーす る仮想弦が 2 つ 設定

され て い る。音色はサ ン プ リン グ された琴 の 音色

を使 用 した 。 偶 然性 は偶然性 で も、サイ コ ロ や機

械 乱数で はな くあ る
一定 の 生 物 学的規則性 を も っ

た偶然性 を導入 した作品 で ある と解釈 で きる、ダ

ン ゴ ム シ には演奏 して い る とい う自覚はない ため、

作曲者 ・演奏者に該 当す るか判断す る の は難 しい 。

ま た、こ の シ ス テ ム を作 っ た人間 が作 曲 ・演奏活

動に どの よ うに関与 して い る とい え るの かも、定

義 しづ らい はずで あ る。

図 4 ”Dangornusic”の シ ス テ ム 画 面

Fig，4　Screencapture　ofr
”Dangomusic ”

（b）Scan ＆ Play

　こ の 作品 は 、ひ とつ の 画像イ メ
ージを上 か らス

キ ャ ニ ン グし続 ける自作 ソ フ トウェ ア を用 い た も

の で ある。ス キ ャ ニ ン グイメ ージを変更す る行為

は音に反 映されるが、発音は ス キ ャ ン ・ライ ン と

重なっ た ときに起こ る ため、操作 と同時 で はな い 。

そ の た め 、こ の シ ス テ ム を 「楽器 」 とよぶ の は難

し い か もしれない 。また 、音高変化の 概形 を描 く

こ とが で きて も細か な音価 の 指定は不能なため、

不確実性 の 要因 も加わ っ て い る。なお音色 は 正 弦

波 と矩形波 による電子音で あ る。

図 5 ”Scan ＆ Play’「の シ ス テ ム 画面

Fig．5　Screencapture　of 　
i’ScaJl＆ Play ，t

（c）WindChimer

　 こ の 作 品は コ ン ピ ュ
ー

タ制御 （MIDI コ ン トロ

ー
ル ）で 扇風機を駆動 し、それで ウィ ン ドチ ャ イ

ム を鳴 らすとい うシ ス テ ム を用 い た 作 品 で あ る。
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それぞれ の ウィ ン ドチ ャイ ム は 異なる和声をもつ

よ うに 設定 されて い る。特定の タイ ミ ン グで ウ ィ

ン ドチャ イ ム の 音を鳴 らす の は難 し い た め、鳴 ら

す数秒前か ら弱 い 風 を断続的に送 り、音は鳴 らな

い が短冊が回転する程度 の 乱流 を作 り出す とい う

．．1二夫を行 っ て い る。演奏 は コ ン ピ ュ
ー

タ によ る シ

ーク エ ン ス だが 、旋律 の 創 出に は不確 実性 の 要 素

が 大 い に加 わ っ て い る 。

図 6 ”WindChi 皿 er
’t
の シ ス テ ム

Fig．6　Systel皿 of 　
”’WindChimer ”

（d）Sound 　Dust

　 これは 、掃除機 を 「楽器 」 と して 用 い る こ とを

狙 っ た 作 品 で あ る 。 掃 除機 にはカ メラがつ い て お

り、画像入 力 に基 づ い て バ ッ ク トラ ッ クに エ フ ェ

ク トがかか る 。 直接的 に音 を トリガ
ー

して い る わ

けで はな い た め 、 演奏行為 と出力音の 関係性 を見

い だすの は困難で ある。また掃除機の 吸込音も積

極 的 に変化 させ て 「演奏」 を行 っ た。　 般 的な楽

器 か ら出力 され る音は 「楽音」 とよばれ 、規則的

な倍音 を含み 、そ こ に ピ ッ チ を感 じ る こ と が で き

る 。 こ れ に 対 し、打楽器や 騒音な どの よ うに 、 ピ

ッ チを感 じ る こ とが で きない 「非楽音」 は、「音楽

的で な い 」 と解釈 されが ちで ある。当然掃除機か

らの 音は非楽音で ある し、また掃除機 は掃除とい

う目的で 開発 された もの で あるため、「楽器 」 とよ

ぶ の は 困難な可能性がある。

（e）Cellpho皿 e−Ensemble

　 こ の作品 は 、ス ク リ
ーン に 10種の メー

ル ア ドレ

ス を提示 し、観客が送る携帯メール に よ っ て ス テ
ー

ジ上 の 携帯電話を鳴 ら し、「音楽」 を作 り出そ う

とい うもの で あ る。携帯電話に は オル ター
ド ・ド

ミ ナ ン トス ケ
ー

ル に 従っ た 音が それ ぞれ割 り 当 て

られ て い る。今回 の 上 演で は合計 800 通以 上 の メ

ー
ル が送信 され た。（ただ、ネ ッ トワ

ー
ク の トラ フ

ィ ッ ク の 問題 もあ り、コ ン サ
ー

ト終了後に届い た

メ
ー

ル も多い 。）本作 品 で は、あ る意味 で観客は作

曲 ・演奏行為を行 っ て い る とい える。しか し なが

ら、それぞれ の メ
ー

ル ア ドレ ス が どの 携帯電話に

割 り当て られ 、どの よ うな音に な る の か を観 客は

知 らない 。 さらに 、発音 タイ ミ ン グ は 大 き な不 確

実性を伴 うの で 、どの音が 自分 の 発信 したメ
ー

ル

に よ る もの なの か 実感はな い 。また メ
ー

ル ア ドレ

ス を記 し た だけ の ス ク リ
ー

ン は、シ ュ トッ クハ ウ

ゼ ン に よ るテ キ ス トス コ ア と同様 の も の と解釈す

る こ ともで き るが、観客が こ の 画 面を 「楽譜」 と

認識するか どうかはわか らない 。

（i）Theerist

　 こ の シ ス テ ム は、入力 され た打鍵 情報 を、音楽

理論 的に 自動補正す るもの で あ る 。 具 体的 には 、

バ ー
ク リ

ー
理論 にお け るア ベ イ ラブル ・ノ

ー
トス

ケ
ー

ル に該当す る鍵盤 はそ の まま音を出 し、それ

以外 の 鍵盤か らは最 も近 い ア ベ イ ラブル ・ノ
ー

ト

ス ケ
ー

ル 内 の 音を出 力す る 。
つ ま りどんな に 乱雑

に打鍵 して も協和的 な響 き と し て の 音 の み が 出力

され る。音を濁すた め の 不 協和音や半音階の 経過

音が 出せ ない ジ レ ン マ もある。実際の 上演で は、

鍵盤 に ひ じをつ い た り、鍵盤 を反 対方向か ら打鍵

するな どの 演奏技法を用い た。

（9）52P8

　 こ の 作品は 、 トラ ン プを 8 枚並 べ 、そ の 色に よ

っ て 各パ ー ト （打楽器）の リズ ム を決定 し て 音楽

を構築す るライ ブ作曲の試み で ある。赤札 と黒札

を の うちどち らを音符 と休符と して 読み取 るかは、

作曲者 の 意志に よる。ス ク リ
ー

ン に は、並べ られ

た トラ ン プ とシ
ー

ク エ ン ス ソ フ トウェ ア の 画面が

表 示 され て い る 。 作曲過程に偶然性 を導入す る例

で あ る。

（h）Unstable　CD 　PIayers

　 こ れ は音飛び しやす い 5 台 の CD プ レ
ー

ヤ
ー

を

用 い た作品 で あ る 。 各 CD プ レ
ー

ヤ
ー

には、同 じ

テ ン ポ の ス クラ ッ チ ・ル
ー

プが入 っ て い るた め、

再 生 タイ ミ ン グがずれ て も同期 し て 聞こ え る。音

飛びが発 生 しやす い よ うに、  不安定な電池駆動

  CD プ レ
ー

ヤ
ー

と相性 の 悪 い CD −R   盤 面上 の

傷　  時折 CD プ レ
ー

ヤ
ー

を叩 く とい う条件をそ

ろ え て 再生 を行 っ た。完全 に偶然性 に委ね る の で

はな く、  に人為的なも の が入 っ て い る の が特 徴

で 、こ の 観点で 演奏行為 ・楽器 の 概念が 曖昧に な

る。

（i）AcceleLand

　 自動車か ら見え る風景 （路面 の 模様や街路樹な

ど） を音楽に マ ッ ピ ン グ し た作品で ある。2 作品

目の Scan ＆ Playとは異な り路面模様を等速 にス

キ ャ ンする の で はな く、運転者に よ る速度変化 や

対向車な どの 存在が 影響する。ただ運 転者に は 音

楽の 演奏を行 っ た とい う自覚はない
。

（j）Thermoscore の た め の 小 品

最後 の 作品は、 1 章で 紹介 した The   oscore シ

ス テ ム を用い る。 こ の 作品 で は、あ らか じめ温度

変化 の シ
ー

クエ ン ス を作っ て お き、そ の 状況
一
ドで

ピ ア ニ ス トが即興演奏を行 っ て い る。ス テ ージ上

に設置 されたサ
ー

モ グ ラ フ ィ
ーカ メ ラ か らの 映像

をス ク リ
ー

ン に表示す る こ とで 、鍵盤の 温度変化
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富下
・
西 本 ：　 「音楽 の 条件」 とは何か ？

と演奏 の 様子 が わ か るよ うに して あるが、原則 と

して演奏者は こ の 画 面 を見 て い ない 。最大温度 は

70 度近 くになる設 定とな っ てお り、演奏者があ え

て そ の 鍵盤 を打鍵す る とき もあ っ た 。

鯉
騨
難鑞
轟醒鵬 繊

　 　ま　

篷鑞
ご 1，．：写 忙

螂
糞鏤

鹽 獵 1難蠶
婁

蛾

（h） Unstable　CD 　 PIaycrs： 音飛び しやす い 5 台の

　　CD プ レ
ー

ヤ
ー

を用 い て 得 られ る音 の 変化 に

　　基 づ く作品 で す 。

（i） AcceleLand ： 路 面 の 模 様 、標 識 や 街 路 樹 な ど

　　 の 映像情報を音に 置き換 えた 作品で す。

G） Thcrmoscoreの ため の 小 品 ：鍵盤 温 度 を制御

　　す る こ との で き る シ ス テ ム を用い た 作品 で

　　す。

図 7　
”Tbermoscoreの た め の 小 品

”
の 演奏風景

　 Fig．7　Playing　”A 　piece　for　Thermoscore
”

2．3 作品の説明

　各作品 の 説 明 は 、 以下 の よ うな簡 単な説 明文 を

ア ン ケ
ー

トの 各 ペ ー
ジ冒頭に記載する の み と した 。

そ の 際、評価条件を
一

定 にす るた め説 明文 に 「作

曲者」 「楽譜」 「演奏者」 「楽器」 「音楽」 「曲 」 とい

っ た用語を極力用 い な い よ うに注意 を払 っ て い る。

（a） Dangomusic ： ダ ン ゴ ム シ の 位置情報 に応 じて

　 　仮想弦を トリガ
ー

し音を生成す る作品で す。

（b） Scan ＆ Play：上か ら下 ヘ ス キ ャ ニ ン グされ

　 　 て い くイ メ
ー

ジ を変 形 す る こ と に よ っ て音 を

　 　生 成す る作品 で す。

（c） Whld 　 Chiner ： コ ン ピ ューター
制御され た扇

　 　風機が 風を生み 、ウィ ン ドチ ャ イ ム を介 し て

　 　音を鳴 らす作品 で す。

（d） Sound　 Dust ：カ メ ラ を搭 載 した掃 除 機 を用 い

　 　た 作品で す。

（e） Cellphone−Ensemble ： ス テ
ージ 上 に あ る携帯

　 　電 話 に、観客 が メ
ー

ル を 送信す る こ とに よ り

　　音を生成す る作品 で す 。

（f） Theorist： 音楽理 論 に 基 づ き、打鍵 され た 音

　 　を自動補正 す る シ ス テ ム で す。

（g） 52P9： トラ ン プ の 配列をもとに波形を配置 し

　 　て 音 を生 成す る作 品で す。

3 実験結果

　実 験と して 行 っ た コ ン サ
ー

ト 「音楽の 条件 」 は

2004 年 9 月 29 日に石川 県立音楽堂交流ホ
ー

ル で

開催 した。中学生 か ら 60 代ま で 180名 の 観客 （被

験者）が集 ま り、うち 140 名 の ア ン ケ
ー

トを回収

した 。こ の うち、有効な もの は 139 名で あ っ た。

楽曲ご との 各項 目にお ける被験者全員の 平均お よ

び標 準偏差は、図 8．1−6 の よ うに なる。作曲者 ・

楽譜 ・演奏者 ・楽器 に関す る自由記述は、文章表

現 に多様性が み られ た た め分類は行わず、「なし」

「わか らない j あるい は空欄は記述が ない もの と

して 記述率 を算出 した。

　音楽経験 の 有無 と評価 の 関連を調 べ るた めに、

分析材料 と し て被験者を 2 群に分 けた 。
こ の とき、

た とえ半年で も何 らか の 作曲経験 ・楽器経験が あ

る場合は 「爵楽経験者」 に カ テ ゴ ラ イ ズ し た 。 （音

楽経験に っ い て未記入 の被験者 9 人は どち らの 群

に も属 さない と し た。）その 結果、未経験者グル ー

プ は 47 人、経験者グル
ー

プ は 83 人とな っ た。図

9．1−2 は 、それぞれ の 群 に お ける平均 の 差を示 した

も の で あ る。

　表 2．1−3 は 、メ ロ ディ
・リズ ム ・

ハ
ーモ ニ

ー ・

人間 味 ・偶然 駐 ・構造性 の 6 つ の 要素を説明変数

として用 い て美 ・快 ・好嫌 ・音楽 の 最終評価項 目

を重 回帰分析（ス テ ッ プ ワ イ ズ法）に よ っ て あらわ

した際 の 、変数お よびそ の 標準化係数で ある。そ

れ ぞれ 、被験者全 員、音楽経験者、音楽未経験者

の 群に対す る統計 で あ る。
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〔a）　　　（b｝　　　〔c｝　　　〔d〕　　　（e ）　　　（f）　　　（g 〕　　　（h）　　　（i）　　　 O
　 　 　 　 　 　 　 　 曲 目

図 8．1　 作 曲者 ・楽 譜 ・演 奏 者 ・楽 器 にお け る 記述 率

Fig．8．l　 Rate　of 　Description　l　composeJ ’，∫core ，　Pia）
’er，1nstrument

（a）　　　〔b〕　　　〔c）　　　〔d）　　　（e）　　　（f〕　　　（g｝　　　〔h〕　　　（1）　　　　O〕
　 　 　 　 　 　 　 　 曲目

　　　図 8．2　各記 述 率に お ける 標準偏差

Fig．8．2　 Standard　Deviation　in　Rate　of　Description
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　　　　　 図 8．4 　 曲 の 特 性 評 価 に お け る標 準 偏 差

　Fig．8，4　Standard　Dcviation　in　Evaluation　of 　Characteristics

5

評　3

価

1

（a ）　　 （b）

Fig．8．3

（c ）　　　〔d）　　　〔e ）　　　〔の　　　〔9〕　　　〔h）　　　〔i）　　　 q〕
　 　 　 　 　 　 曲目

図 8．3　曲 の 特性に 関す る評価
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　 図 8．5 美 ・快 ・好嫌 ・音楽 に 関す る評価

　Fig．85　Evaluation　of 　Preferences　and 　Musjc
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 曲 目

図 8，6　美 ・快 ・好 嫌 ・音楽 の 評 価 に お け る標 準 偏 差

Fig．8．6　Standard　Deviation　in　Preferences　and 　Music
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c ｝　　 〔d〕　　 （e ｝　　　〔f｝ 〔9）　　　〔h ）　　　〔i）　　　0〕

　 　 　 　 　 　 嚇一
作 曲 者

　 　 　 　 　 　 　 楽譜

　 　 　 　 　 　
一Wh−一

演奏者

　 　 　 　 　 　 噸 楽器
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　　図 9，1 音楽経験 者
一

未 経 験 者 の 差 （記 述 率 ）

F正g，9，l　 Difference　between　Music−Experienced　and 　not

　　　　　　　　（Rate　of　Dcsciption）

差　　　0

一
〇25

一
〇．5

　 ・・0．75

図 9，2　音楽経験者
一
未経験者 の 差 （美

・
快 ・好嫌 ・音楽）

　 Fig．92 　Difference 　betWeen　Music−Experienced　and 　not

　　　　　　　　　 （Preferences　and 　Music）

　　　表 2．1 被験者全員 にお け る重 回 帰 分 析 （ス テ ッ プ ワ イ ズ 法）の 結果

Tablc　2，l　Rcsult　of 　multiple 　linear　regression 　analysis 　in　all　subjects （stepwise 　method ）

対象群 全 員

　目的変數　美 目的 変数　快 目 的変数　好嫌 目的変数　音楽

標準化係数 β 有意確率

ハ ーモ ニ o．220o ．DOD
人 間味 0．213o ．DOD

メ ロ デ ィ 0．2H0 ．0工10
　馳
リス ム 0．0910 ．000
構造性 0．082o ．ooo
偶然性 o．0650 ．000

標準化係 数 β 有意確 率

人 閤味 0．241 〔1．ou〔1
メ ロデ ィ 0．203o ．ooo
構造 性 0．195 〔1．ooo
偶然 性 0．1190 ．000

ハ
ー

モ ニ 0．0呂4 〔1．OOD
リズ ム 0．0600 ．000

標準 化係数 P 有意確 率

　　一
メ ロ ア イ 0．2610 ．000
人間 味 0．192o ．ooo
リズム 0．167O ．000
構造性 0．］430 ．000

ハ
ー

モ ニ 0．127o ．ooo

R0703R2 乗 R

0．494 064 呂

R2 乗 R

0420 06LSR2

乗 R

03S2 0695R2

乗

e．483
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　　　　　　 表 2，2 音楽経験者 にお け る 重回 帰分析 （ス テ ッ プ ワ イ ズ 法）の 結果

Table　2．2　Result　of 　multiple 　linear　regression 　analysis 　in　subjects 　with 　experience 　of 　music 　（stepwise 　method ）

対象群 音 楽 経 験 者

目的変 数 美 目 的変数　快 目 的変数 好嫌 目的変 数 音楽

標準化係数 β 有意確率

人 間味 0．2420 ．000
ハ
ー

モ ニ 0．235D ．000
メ ロデ ィ

0．223ODOO

構造性 o．1970000

標凖化係 数 β 有 意確率

人 間味 0、2560 ．000
ハ
ー

モ ニ o．19 呂 O．000
メロ デ ィ OE470 ．OOO
リズ ム 0、127Ollo1
概 造性 0、LOl0 ．002
偶 然性 O、06B0014

標準化 係数 β 有意確率

人間味 0268 工IOOIl

メ ロ デ ィ 0．1860 ．000
ハ
ー

モ ニ ll　1480 ．000
偶 然 性 0．13」 0．000
構 造性 【11110 ．001
リズ ム 0．1110 ．002

標凖化係 数 β 有 意確率

メ ロデ ィ 0．2220 、OOO
人 間味 02010 ．000
リズ ム 0．1750 、OOO
構 造性 01510 ．ODO

ハ ーモ ニ 0．1410 、OOO

RO713R2 乗

0508

Ro650R2 乗

042］

Ro653R2 乗

0427

RO692R2 乗

0479

　　　　 表 2，3 音 楽 未 経 験 者 に お け る 重 回 帰 分 析 （ス テ ッ プ ワ イ ズ 法 ）の 結 果

Table　2，3　Result　of 　multiple 　lincar　regrcssion 　analysis 　in　subjects 　with 　no 　experience 　of 　music 　（stcpwise 　method ）

対象群 音 楽 未 経 験 者

目的変 数 美 目 的変数 快 目的変数　　夊子嫌 目 的変 数 音楽

標準化係数 β 有意確率

ハ ーモ ニ 0．3330 ．000
メ ロデ ィ 0．2030000
人 間味 o、198O ．DOD
揖造性 0．136o ．001

標準化 係数 β 有意確率

メ ロ デ ィ 0．2680 、000
ハ
ー

モ ニ ll　242 ｛〕 ｛〕D｛〕

人間味 o」 s90 、ODO
偶 然性 oo88O ．029

標準化係 数 β 有 意確率
　　ゴ
メ ロ 7 イ o．3360 ．OOO
構 造惟 0．口 40 、000
人 間味 01590 ．000
リズ ム 0．1520 、00i

ハ
ー

モ ニ 01200 ．Ol3

R06gsR2 乗 R

O．4S3 0663R2

乗

0439

Ros93R2 乗

工L］S2

R0736R2 乗

os42

4 考察

　まず、図 8．5 にお い て 実験結果を作品 ごとに見

る と、「美」 「快」 「好嫌」 に お い て は（c）WindChimer

に 対する評価が最 も高い。し か し 「音楽 」 の 項 目

につ い て み て み ると、（DTheoristに対する評価が最

も高くなっ て い る。こ れ は、「美」 「快」 「好嫌」 と

「音楽」 が同意味で はなく、「美」 「快」 「好嫌
．
」 の

条件に含まれない何か の 要素が、「爵楽」 の 条件に

含まれ て い る こ とを示 し て い る。こ の 問題を考え

る とき、（b）Scan ＆ Play と（h）Unstable　CD 　PIayersが

そ の 鍵を与えて くれ る か もしれない 。これ らの 作

品は、「美」 「快」 「好嫌」 の 評価が 低 い にもか か わ

らず、何 らか の 理 山 で 「音楽」 であ る と評価 され

て い る か らで あ る。 2 作品に共通す る特徴は 「演

奏者が存在 し、楽器に対す る働きかけ と出力 音 の

関係が 明快な こ と」 で あるた め、こ れ に関連 した

要素が 「音楽の 条件」 を後押 しして い る の では な

い か と推測され る。

　 「音楽」 に お い て 最 も評価 が低 か っ た作 品 は

（e）Cellphone　Ensemble で あ っ た 。 図 8．3 を見 て み る

と、 こ の 作品 は 「メ ロ ディ 」 「リズ ム 」 「ハ ーモ ニ

ー
」 「人間味」 「構造性」 「美」 「快」 「好嫌」 に お い

て も平均 ス コ アが最低で ある。また図 8．1 にお い

て は 「作 曲者」 と 「楽譜 」 にお い て の 記述率も最

低 で ある こ とか ら、こ の 作晶 にお い て 作曲者や楽

譜 は 「存在 しない 」 「わか らない 」 と捉え られが ち

で あ る こ とがわか る。それ ぞれ の 評価にお ける標

準偏差に着 目して みる と、図 8．6 で は（b）Scan ＆ Play

と（h）Unstable　CD 　 PIayersの 「音楽」 と し て の 評価

で ば らっ きが大き くな っ て い る。 また 図 8．4 にお

い て 、（a）Dangomusic と（e）Cellphone　Ensemble の 「人

間味 」 で の標準偏差が大 き くな っ て い る 。 こ の 2

作砧 に つ い て ア ン ケ
ー

トの 記述 内容 を実際 に見 て

み る と、複数の 捉 え方 が存在する こ とが うかが え

た。（a）Dangomusic に 関して は、「シ ス テ ム は楽器

で あ り、それ を用 い て ダ ン ゴ ム シ が即興演 奏 して

い る 」 と い う解釈 と 「仮想 弦 とダ ン ゴ ム シ の 映像

が楽譜で あ り、そ れ を シ ス テ ム が演奏 し て い る 」

とい う解釈が混在 し て い た。（e）Cellphone　Ensemble

にお ける楽譜の 解釈で は上 述の よ うに記述率が低

い が、「存在 しない 」 「わか らない 」 以外に も 「観

客全員 の 総意志と して して 存在する」 「メール ア ド

レ ス を指示 する画 面が楽譜で ある 」 とい っ た もの

があ っ た。

　 「作曲者」 「楽譜」 「演奏者」 「楽器」 に 関する記

述率 （図 8，1）にっ い て 、 項 目 とい う視点で み て み

る 。 する と、ほ とん どの 楽 曲にお い て 「楽譜 」 の

ス コ ア が最低で あ り、標準偏差は最大 とな っ て い

る。っ ま りこ れ らの 4 つ の 中で 「楽譜」 の 概念把
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握が最も困難で あっ た とい うこ とを意味し て い る。

上述の （a）Dangomusic ， （e）Cellphonc　Enscmb 正e におけ

る解釈 の 多様性 も、楽譜 の 捉 え方に起因 して い る

と い え る。

　音楽未経験者 と 9一楽経験者 の 違 い に つ い て 特筆

す べ き こ とは、す べ て の 作 品にお い て 音楽経験者

によ る 「音楽」 の 平均 ス コ ア が 音楽未 経験者を上

回 っ て い る こ とで ある （図 9．2）。こ れは t 検定に

よ っ て も 1％ 水準 で 有意な もの で あ っ た。「音楽の

条件 」 とい う観点 にお い て は、肖楽 経験者の 方が

よ り寛容 で あ る とい うこ とが で き る。「美」「快」「好

嫌」 に お い て も、また 「作曲者」 「楽譜」 「演奏者」

「楽器」 の 記述率に お い て も （図 9．1）、ほ とん ど

の 楽 曲に お い て 音楽経験者 の 平均 ス コ ア の 方が 高

い 。こ の 理 由と し て は 、（1）音楽経験が ある と多様

な現代音楽に触れた り興味をもつ 機会が 増え、次

第に それ らを許容す る よ うにな っ て い くの で はな

い か 、（2）音楽経験を通 して 演奏や創作 の 難 し さを

実感す る こ とで 、他者 の 音楽に対 して
一

種 の シ ン

パ シ
ー

を誘発 して い るの で は な い か、とい っ た も

の が考 え られ る 。

　表 2．1，2．2，2．3 の 重 回帰分析 の 結果をみ て み る

と 、 まず気 づ く こ とは、い わゆる 「音楽の 三要素」

で あ る 「メ ロ デ ィ」 「リズ ム 」 「ハ
ー

モ ニ
ー

」 が、

変数 と して 上位 を独 占して い な い こ とで あ る、そ

こ には 、「人間味 」 や 「構造性 」 とい っ た因子 が入

り込 ん で い る の で あ る。今回 の 実験か らは 、これ

らも含めた 「五 要素」 が少 な く と も存在する こ と

がみ て とれる。

　音楽経験者に お ける重回帰分析結果 （表 2．2）を

み て み る と、「入間味」 の 因子 が常に 大き く働 い て

い る こ とに気づ く。
「

美」 「快」 「好嫌」 の場合は最

大、「音楽」 で は 第 2 の フ ァ クタ
ーとし て効い て い

る。特に 「快」 や 「好嫌」 にお い て は他因子 と比

較し て か なり大きな係数 となっ て い る。とこ ろが 、

こ の よ うな傾向 は、音楽未経験者 の 場合 （表 2．3）
に み られ るわ け で はな く、「メ ロ デ ィ 」 や 「ハ ー

モ

ニ
ー

」 が優位 に立 っ て い る 。 音楽経験者が 「人間

味」 を重視す る傾 向は、前述 の 「音楽 に対する寛

容 さ」 とあわせ 、音楽経験者　／ 未経験者間 の 大

きな違 い と して指摘 で きよ う。 理 由と して は、（1）
自分 とい う 「人 間 」 が介在 した音楽を表 出 した こ

とが ある立場 を意識 して い る の で は な い か 、（2）自

分 とい う 「人 間 」 が介在 し た 音楽が ひ とつ の 基準

にな っ て い る た め、「人間」 が不在の 音楽に対 し て

一
層不安をお ぼ え る の で は な い か 、とい うこ とが

考え られ る 。

　最後に 、本実験の 結果お よび 分析手法 の 限界に

っ い て 考察する。まず、被験者に つ い ては性 別や

職種、年齢層 の 広が りに お い て 大きな偏 りが ない

た め 、こ の 点にお い ては
一定 の 妥 当性 を確 保 した

と考えられ るが、「コ ン サ
ー

トの 観客」 と して集め

た被験者で あるた め 、少 な くとも 「コ ン サ
ー

トホ

ー
ル に足 を運ぶ程度 に 」 音楽に 関心 があ る人達で

ある と言わ ざる を得な い
。

こ の た め、今回 の 被験

者 で カ バ ー
する こ とが で きなか っ た 「音楽に対 し

て 関心が薄い 」層 に対 して は 、何 らか の 形で実験

手法を T ．夫 し て検証す る必要性が ある。また、実

験で 提示 し た 10 作品に い わゆる典型的な 「音楽」

が混 じ っ て い るわ けで は なく、当然そ の 10 作品 で

「音楽全体」 を網 羅 で き る広 が り はな い
。 今回 の

実験 企体 と し て の 特徴 を記 述す るた め に 、 各項 目

の 全体平均を表 3 に記 した 。 これ は 、 異な る楽 曲

群 を用 い て 同様 な実験 を行 う際 、 有用 な資料 とな

るはずであ る 。

表 3　本実験 全体に お け る 10楽曲の 特 徴 （平 均）

Table　30verall　Characteristias　of 　Pieces　in　thc　Experjmerit

メロ ディ 3．22

リズム 3．40
ハ
ー

モニ
ー 3．08

人 間 味 3．12

偶然性 3．46

構 造性 3、23

美

快

好嫌

音楽

325326330366

　 また、本稿にお い て重回帰分析 を行 うに あた っ

て は、「メ ロ デ ィ 」 「リズ ム 」 な どの 特性 が要 因 と

な っ て 「美 」 や 「音楽」 な どの 評価がな され る と

い う単純 な モ デ ル を想定 して い る 。 し か し、こ の

因果関係 は あくま で 仮説 で あ り、「美」 や 「音楽 1
の 評価が逆 に 「メ ロ ディ 」 「リズ ム 」 の特性判定 に

影 響を 与えるな ど、よ り複雑なモ デ リン グも可能

で あろ う。こ の よ うに、本実験 の 結果か らだ けで

は、「音楽で あ るか否か 」 を判定する メ カ ニ ズ ム を

明 らか に する こ と は で きず、そ の た め には別 の 角

度か らの ア プ ロ ーチ も必 要 で あ る とい え る、

5 おわ りに

　本研究で は、「音楽の 条件」 が 聴取者の 存在に よ

っ て 決定 される と い う立場か ら、 コ ン サ
ー

トとい

う 「場」 にお い て 作品 を評価 して も らう実験 を行

い 、そ の 分析か ら 「音楽 の 条件」 を引 き出す こ と

を試み た 。 そ の 結果、メ ロ ディ
・リズ ム ・ハ ーモ

ニ
ー

に加 え 、 人間味 （特に音楽経験者が重視する）

と構 造性 がそ の 条件の
一

部 を担 っ て い た。また 、

音楽 の 生成の た めに今回使用 した メ ディ ア ・ア ー

ト的 な シ ス テ ム か らは 、特に 楽譜の概念把握が 困

難 で あ っ た。そ して 、音楽経験者 の 方が、「音楽か
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・
西本 ： 「音楽 の 条件」 と は 何か ？

否か 」 の 判断に対 して よ り寛容で あ っ た。

　音の 環境学 （sound 　 ecology ）の 見地 か ら音楽へ

の ア プ ロ ーチ を唱え る 大橋 ［14］は 、次 の よ うな言

葉で 西 欧の 現代音楽 の 潮流を批判的に と らえ、そ

れ が 「音楽の 条件」 を満た さな い こ と もあ る と指

摘 して い る。

　傷駈しぐ擢案 さ
r
轟 ｛5 談 の 流 、艀 が、ス 駛

士 に二登拶 乙た の ち淘汰 の 庭泓 を童 き贋
．
ク、塗勿学

的 レ ベ ノシ で諜 ま 乙て｝諏 さ抛 で〃 1 る淳楽 と7ヒき

ぐ異 な く5茉 曾存の 淳の シ ヌ1テ ム であ っ た拶 珍、ぞ

ノτがス 瀞と の ク童勿 〆ご 置存 の 潺 荏 と 乙 で の 産奨の

丿クテ ゴ グー〆こス る か ど ラか の讎 を次 レて よ ρ か

に ぽ オ 〃ゾご續 が 贋 て5ノ。

　 こ の 上 で 、彼 は 厂葦饗を縦 ナる 塗 勿 コ ー凡 を

し で の ま私た ちの擁野 に ス っ で きた ちの な
r
、 ミク

ロ な碍萄1籔 に 方 〃、てス類本笑の 環　境「の もつ 葦の

齶 （ξ1讃 である
一
方 で、マ ク ロ な賄 盟籥 で な

環劈 屮にぽ 入尠 の 欝 ゲな しに ぼ まん ど存在 し艀な

の 鰐 をま 6 ノ と述 べ て い る が 、こ の よ うに 「人

間の 関与 」 を ひ とつ の 音楽 の 条件 として 挙げ て い

る点 は 、 本稿 にお け る結果を裏付 け るもの とな っ

て い る 。

　音楽 とい う観点 か ら今回議論 した 「経験」 と 「受

け入れやす さ」 の つ なが りは、他の 芸 術や ア
ー

ト

に対 して も見られ る の で はな い か と筆者は考 えて

い る。例えば コ ン ピ ュ
ータグ ラ フ ィ クス の 場合 に

お い て も、制作経験が あ る場合 と な い 場合で は 、

他者 の 作 品 に 対 す る受 け入れやすさ が 異なる に 違

い ない 。制作経験が あれ ば、ライ テ ィ ン グやカ メ

ラ ワ ー
ク とい っ た よ り複合的な観点か ら作品 を見

るよ うになるで あろ うし、モ デ リン グの 労力や レ

ン ダ リン グの 手 間なども考慮 した上 で最終評価 を

行 うよ うになるはずで ある。同様に、メデ ィ ア ・

ア
ー

トが よ り大衆に受 け入れ られ るた めには 、単

に展示 の 機会 を増やす の で はなくて 、そ の 制作過

程を経験 して もら うこ と 、 す なわ ち制 作経験 の 普

及活動が重要に な っ て くる の で は な い だ ろ うか
。

ま た、イ ン ス タ レ
ー

シ ョ ン な どで 客に何 らか の イ

ン タ ラ ク テ ィ ブな体験 をさせ るメ デ ィ ア ・ア
ー

ト

は多い が、それが 「メ デ ィ ア ・ア
ー

トの 制作経験 」

とす らよべ る 、も うひ とつ メ タな次元 で の メ デ ィ

ア ・ア ー トが生 まれれ ばよ い の かも しれ ない 。

　今同実験を行 うに あた り、曲間に ア ン ケ
ー

トを

は さむ 奇異な コ ン サー トを行 っ た わ けだが、観客

（被験者）か らは 「み ん なで コ ンサー トを作 り上

げて い る
一

体感が あっ た 」 とい う感想が多く聞か

れた 。 作品 を鑑賞した直後にそ の 「意味」を考え、

ア ン ケ
ー

トの 各項 日を評価 して い く作業が、受動

的 にな りが ちな鑑賞活 動 をよ り能動的に転換 し、

参加意識 を高 めた の で あ ろ う。　 「問題提 起」 を

意図 した コ ン セ プチ ュ ア ル な作品 の場合は 、そ の

問題に つ い て考 え て もら っ て こ そアーテ ィ ス トの

日的が か な う。今回 の よ うな形式 の コ ン サー トは、
「場 」 の 存在を重視 し た 実験で あ るだけ で なく、

メ デ ィ ア ・アー ト作品 を発 表す る新 し い 方法 と し

て も検討 の 余地 が ある と思われ る。最後 に な っ た

が、コ ン サ
ー

ト終了後に寄せ られ た感想 の
一部 を

引用す る。「t．．自分 の 感性 の み を頼 りに独 りよが

りの も の を作 り出 し、自己満足 して い る （また は

それ をア
ー

トだ と思 っ て い る）ア
ー

テ ィ ス トは多

い で す 。 どん な種 の ア
ー

トで あれ 、発表 後 の フ ィ

ー ドバ ッ ク に よ っ て 今
一

度作品 を振 り返 る姿勢が

大切だ と思 い ます。」
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